




























Thinking about the Connection from Kindergarten to Elementary School, 

















　題材１「うたって おどって なかよく なろう」
「うたって なかよし」教材：幼児歌曲
「ともだちと いっしょに おどりましょう」教材：「セブン ステップス」 　鑑賞








































































　アに関して、 知識  とされる事項は、リズムと拍の関わりについて挙げられている。身体の
動きを伴った拍の認識となる。スモールステップで拍感の知覚へと繋げることを意図してい











































































「おんがくに あわせて あるこう」「ゴー アンド ストップ」鑑賞
「うたに あわせて かもつれっしゃになって あそぼう」「かもつれっしゃ」
「おんがくに あわせて からだをうごかそう」鑑賞
「うたに あわせて おはなになって あそぼう」「ひらいた ひらいた」歌唱共通教材
「わらべうたで あそぼう」「おちゃらか」「なべなべ」



























ア イ ア イ ア イ
どんなうたがあるかな 〇 〇 〇 幼保
ゴーアンドストップ 〇 〇 〇
〇〇ゃしっれつもか 〇
サンダーバード他 〇 〇 〇
ひらいた ひらいた(歌唱共通教材） 〇 〇 〇 〇
わらべうた 〇 〇























































































































（７）「うたに あわせて みぶりで あそぼう」「かたつむり」歌唱共通教材





























で ん で ん む し む し か た つ む り   (ウン) 
お ま え の あ た ま は ど こ に あ る  (ウン) 
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ア思考力・判断力・表現力
・挿絵から曲をイメージできる。
・曲の内容を理解し、工夫して表現ができる。
・歌詞から内容の理解（気持ちや雰囲気）ができる。
・テンポやリズムを感じ取り、表現することができる。
・リズムや拍、テンポの変化に気付くことができる。
・歌詞の内容から、身体動作を工夫し、考えた表現ができる。
・音楽（言葉のない曲）を聴いてイメージしたことを、体を使って工夫して表現する。
イ知識
・挿絵から曲の内容を想起できる。
・日本の伝承遊びを知っている。
・簡単な問いと答えの構成に気付くことができる。
ウ技能
・声を合わせて歌うことができる。
・音楽を注意深く聴くことができる。
・音楽（言葉のない曲）を聴いてイメージしたことを、体を使って工夫して表現する。
共通事項については、曲想や歌詞の内容から音楽を形作る構成に気が付く。また拍、速さ、
リズムについて、７つの教材を通して課題となっている。
　学習指導要領には、記載されていないが、「音楽を注意深く聴くことができる」を敢えて、「ウ
技能」とした。音楽の変化を注意深く聴くことは、集中力を要し、一つの技能であると考える。
４．考察－音楽科からみた１年生の資質・能力
　音楽教科書、出版社２社について教材の分析を進めてきた。一見すると同じように感じられ
るかもしれないが、ねらいが大きく違う。まず、教育芸術社は始めの本題材を「うたって おどっ
て なかよく なろう」としており、「友達づくり」を一つの課題としている。題材や教材のつ
ながりとして、 「学習の始まり」音楽は、目に見えない気持ちのやり取りを大切にする教科で
す。音楽的なコミュニケーション能力を高めるために、一緒に歌うことや体を動かすことから
学習を始めます。」 ９）と記されている。小学校音楽科への接続（導入）として「声を合わせて
楽しく歌う」体験を学年のオリエンテーションとしても位置付けている。「セブン ステップス」
は、音楽に合わせて踊るということを目標としており、音楽を聴いて体を動かすという点にお
いては、教育出版と同じであると解釈される可能性がある。しかし、教育芸術社の方は、すで
に決まった「踊り」に基づいて体を動かすことになる。教育出版の音楽を聴いて、それに合わ
せた動きを各々が即時反応的に行うのとは区別しなければならない。また、題材として１単元
として設定されており、評価が必要となる。「友達づくり」は複線的な目標であると推察する。
もし「友達づくり」を目標とするならば、音楽科の題材として扱わない方がよいと考える。２
社に共通して教材とされている「うたって なかよし」「どんなうたが あるかな」は、子ども
の学びを進める上で、園での学びの一部を踏襲できることから子どもにとっても入り易い内容
である。歌唱の活動においては、前述のポイント*５  指導者の歌う声の価値観→子どもの歌
う声の価値観の一致（幼児期の体験） が関わってくる。ある幼稚園で降園時に「おかえりの
うた」を大きな声、又は怒鳴り声にもなるような音程のない声で歌っている場面に出くわした
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小学校第１学年音楽科教材から読み解く、幼小接続の一考察
事がある。その場で園長先生が「元気よく歌っていいね。」言われたことで、この園では、「元
気よく歌う」が子ども達に良いこととして、捉えられていた。この様な場面はよくあると認識
している。この点に関して、小学校での音楽的な歌唱の価値観を教科の中で、変えていく必要
がある。幼稚園・保育園の指導者の認識についても課題となる。
　教育出版は、小学校音楽科への接続として、７つの教材を取り扱っていることが大きな特徴
である。７つの教材を通して、音楽のとらえ方「音楽と一体になって動いてみる」を課題とし
ている。内容的には、リトミック的な即時反応を取り入れている。教師用指導書にもあるよう
に「鑑賞における体を動かす活動の効果」について 「曲の気分を感じ取る」「曲の要素を感じ
取る」「曲の構成がわかる」「表現媒体がわかる」 10）とその有効性について記している。この
一貫した導入から、子ども達は、幼児期のリトミック的な経験の有無にかかわらず、小学校音
楽科の第一歩として、全員で音楽を聴き、体を動かす活動を体験することになる。２カ月足ら
ずの体験から、「音楽と一体となって動く」という認識を持つことができる（図９）。
　以上教材の内容、評価の観点から音楽表現の認識について、幼児期から小学校への接続にお
いて必要な資質や能力について以下の点が考えられる。
・挿絵やお話から歌を想起できる。
・リズムや拍、テンポの変化に気付くことができる。
・歌詞の内容から、身体動作を工夫し、考えた表現ができる。
・日本の伝承遊びを知っている。
・表現することの楽しさを味わう経験をもっている。
・声を合わせて歌うことができる。
・音楽（鑑賞）を聴くことができる。
・音楽に合わせて、動くことが少しできる。（振り付けのある「踊り」ではない。）
　幼稚園教育要領　表現の内容の取扱いに記されている「幼児らしい様々な表現を楽しむこと
ができるように」「表現する意欲を十分に発揮」「表現する過程を大切にして自己表現を楽しめ
るように工夫すること」を踏まえ、幼稚園教諭、保育者は、表現領域の視野を拡げ、遊びや、
生活の中で、自然に触れ育まれる主体的な表現を柔軟に育む姿勢を持つことが、重要である。
ねらいは、自発的な「音楽を体感する」表現力の育成にある。小学校入学時の資質・能力は、
過去重視された楽器等の習得等ではなく、柔軟に表現できる創造性「音楽を体感できる」資質・
能力にあると考える。
図９　第１学年　音楽科はじめの学びのイメージ
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５．結語
　現在「幼児の音楽感受と身体表現」をテーマに研究を進めている。その中で課題となってい
るのが、「音楽の感受」である。幼児教育において、音楽に身体動作が加わるときは、大抵決
められた振り付けの「踊り」となることが多い。そうした子ども達にとって、歌詞のない音楽
に、自由な身体表現を求めるのは、大変難しいことである。幼児期に音楽そのものを、自分な
りにイメージし、表現することの楽しさを味わうこと、そして、拍やリズムを体験できる活動
を行う必然を強く感じる。園での活動において、音楽を体感できる時間を常時活動として、取
り入れることで、始めて子ども達に、自由な表現が浸透するのではないかと考える。小学校で
の音楽科の学びでは、既にその内容が、始めの課題「音楽と一体になって動いてみる」となっ
ている。本稿の考察を踏まえ、幼児の表現領域において「音楽を体感できる」体験の重要性を
再認識した。
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